
広島コンベンションビューローにおけるテクニカルビジットの開催 

公益財団法人広島観光コンベンションビューローは、コンベンションの誘致及び開催 

支援、観光客の誘致並びに観光資源の整備・開発等を行うことにより、地域経済

の活性化等に寄与することを目的として設立された公益財団法人です。 

この財団では、広島でしかできない特別な空間での懇親会や広島が世界に誇る 

産業の体験などを提案しています。 

この度、この取組みの中の「テクニカルビジット」部門で、計測自動制御学会の先生

方をロボットパークひろしまへお招きし、見学していただきました。 

産業用ロボット・ロボットパークひろしまについて 

  産業用ロボットの種類や役割について、ロボットパークひろしまのコンセプトや実際

にできることをお話ししました。海外からの参加者の方も多くいらっしゃいましたので、同行されていた通訳者の方に同時通訳して

いただきました。 

パーク内見学 

  4 グループに別れ、実際の展示を見学していただきました。まさしく、「百聞は一見にしかず」といった状況で、説明や通訳に 

に耳を傾けつつも、夢中でロボットをご覧いただきました。 

 

質疑応答・意見交換 

  見学後、質問を受付けました。メーカーとの協力体制はどのようになっているのか？などの質問をいただき、 

システム的な事よりも、販売体制の方に興味をお持ちの方が多いように感じました。 

 

【開催概要】 

 場所    ロボットパークひろしま 広島市南区比治山本町 6-5  （ 運営 / 三光電業㈱ ） 

 参加者数 約 40名  

（インド、中国、タイ、エジプト、カナダ、台湾、バングラディッシュ、メキシコ、イタリア、韓国、日本） 

 所要時間 約 90分  

   ・産業用ロボット、ロボットパークひろしまについて説明  約 15 分 

   ・パーク内見学                        約 45 分 

   ・質疑応答                          約 30 分 

※公益財団法人広島観光コンベンションビューローについてはこちら 

https://www.hiroshimacvb.jp/

